
記載例

高知県防災関連製品認定制度に係る認定申請書

令和○年○月○○日

高知県防災関連産業交流会 会長 様

住 所 〒780-8570

高知市丸ノ内１－２－２０

名 称 高知株式会社

代表者役職・氏名 代表取締役社長 高知 太郎

高知県防災関連製品認定制度実施要綱第３条の規定に基づき、関係書類を添えて申請します。

（添付書類）

(1) 認定申請書

(2) その他認定製品に関する資料（パンフレット等）

（システム関連製品については、システムが提供する機能の内容を明確に示し、仕様書とその内容

を要約した資料を添付してください）

＊高知県の入札参加資格者として登録を受けている場合は、下記の書類は添付を省略できます。

(3) 県税並びに消費税及び地方消費税を滞納していないことの証明書

（入札参加資格の登録状況）

＊高知県の入札参加資格者として登録を受けている場合は、その内容を記載してください。

１ 営業種別 ：事務用品、事務機器、○○工事業、○□事業

２ 登録番号 ：高知県知事 許可 (○-2) 第○○○○号

３ 登録年月日：令和２年１０月○○日

４ 資格の有効期間：令和５年１１月○日から令和８年１１月○日まで



１ 企業の概要

（ふりがな）

企 業 名

こうちかぶしきがいしゃ
高知株式会社

（ふりがな）

代表者役職・氏名

生年月日

だいひょうとりしまりやくしゃちょう こうち たろう
代表取締役社長 高知 太郎
Ｔ・Ｓ・Ｈ・Ｒ 34年 10月 10日

所 在 地
〒780-8570
高知市丸ノ内1-2-20

本社・本店

所 在 地

〒780-8570
高知市丸ノ内1-2-20

ホームページＵＲＬ http://www. pref.kochi.lg.jp

担 当 者

役職名 営業部長 氏 名 高知 一郎
ＴＥＬ 088(823)9724 ＦＡＸ 088(823)9261
e-mail 150501@ken.pref.kochi.lg.jp

認定製品の

売上管理者

氏 名 高知 次郎 TEL 088(823)2514
e-mail 150502@ken.pref.kochi.lg.jp

設 立 年 月 日 昭和55年8月10日
資 本 金 ３,000万円
従 業 員 数 役員4名／社員17名／ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ7名／合計28名

事 業 内 容

(多岐にわたる

場合は主たる

もののみ記載)

当社は、主に○○関連資材の製造、販売を行っている。

他にも、○○関係のメンテナンスや○○工事も行っている。

１ ○○関連資材の販売

県内建設業者向けに○○関連資材を販売している。

また、○○向けに○○関連資材も販売している。

２ ○○関連工事（○○業許可○○）

県内の○○関係の公共工事やメンテナンスを行っている。

また、○○向けの工事も行っている。

企業の実績 （直近３期分の数値を記入）

令和5年度 令和6年度 令和7年度

売上高

（当期収入合計）

(千円)
○○,○○○

(千円)
○○,○○○

(千円)
○○,○○○

経常利益

（当期収入合計額－当期支出合計額） ○○,○○○ ○○,○○○ ○○,○○○
当期利益（税引前） ○○,○○○ ○○,○○○ ○○,○○○

減価償却費 ○○,○○○ ○○,○○○ ○○,○○○

繰越利益（次期繰越収支差額） ○○,○○○ ○○,○○○ ○○,○○○



２ 製品の有用性・市場性について

応募する

製品・技術名

名称：ＡＢＣ○○○

型番：H27-○○○Ａ

防災に資する部分

※災害時に活用できる場面について、該当する番号を○で囲んで下さい（複数可）

○１．自然災害を未然に防止する（被害の軽減）

２．自然災害を未然に防止する（予報、警報灯災害情報の発信）

３．自然災害が発生した場合における被害の拡大を防ぐ（発生時のケガ防止）

４．自然災害が発生した場合における被害の拡大を防ぐ（災害発生時の防災活動

の迅速化）

○５．自然災害が発生した場合における被害の拡大を防ぐ（被災状況の把握）

６．自然災害が発生した場合における被害の拡大を防ぐ（避難生活での活用）

７．自然災害が発生した場合における被害の拡大を防ぐ（被災時の感染防止）

８．自然災害が発生した場合における被害の拡大を防ぐ（ライフラインが途絶え

た場合の設備）

９．自然災害の復旧を図る（復旧の迅速化）

１０．その他（ ）

※具体的な活用シーン

○○現場で、○○する用途で利用する。特に本製品は、津波や崖崩れ等の二次災
害が想定される現場でも、直線距離で1kmの範囲であれば遠隔操作が可能になった。
これにより、人が近づけない現場でも利用可能になり、これまでには防げなかった災害の
防止に役立つ。

製品の活用場所・

状況

※製品がどのような場所でどのような顧客(ターゲット)に使用されることを想定しているか、市場動向 (現

状、ニーズ、規模) を踏まえて記載してください。併せて、これまでに販売実績がある場合は、具体的な

販売時期、数量、販売先についても記載(または資料添付)してください。

［活用場所］建築物全般
［顧 客］地方公共団体、自治防災組織、一般企業
［市場動向］現状：まだニーズが認識されておらず、○○にとどまる。

ニーズ：××の補強、耐震化に簡易かつ最適な工法で、今後幅広いニー
ズがあると想定される。(別添①参照)

規模：県内○億円程度、全国○○○億円程度が見込まれる。
［活用状況］○○の施工時に、○○工法と併用して、工期短縮につなげることができ

る。また、地震発生時の○○対策にも対応できる。
［販売実績］別添②参照



３ 品質管理について

製造場所

※製造場所・工場名等について記入してください。

高知市丸ノ内１－２－２０
高知株式会社 高知工場

製品の完成検査

（工法については

、監理体制）

※製品完成後の検査について、どのように行っているか記載してください。

また、全数検査か抜き取り検査かについても記載してください。

・自社検査部職員による全数検査
・製品完成検査チェックシートによる検査
・第三者機関による○○検査(目視で確認できない部分)(別添③参照)

製品の品質検査

（工法については

、実証実験等）

※製品の品質検査について、安全性テスト、経年変化テスト・耐久性テストをどのように行っているか、記

載してください。また、データも添付してください。

■実施期間：令和5年6月～7月

■実施場所：東京都 日本○○検査

■実施内容：衝撃試験

■実施結果：国交省認定の検査機関において、○○回の衝撃試験を実施。そ

の結果、○○という結果となり、評価書を取得。（別添資料④－1参照）

■実施期間：令和5.10月～12月

■実施場所：高知県○○センター

■実施内容：破壊試験

■実施結果：検査機関において、○○回の破壊試験を実施。その結果、○○

という結果が出た。（別添資料④－２参照）

■実施期間：令和6.１月～３月

■実施場所：大阪府 大阪○○機関

■実施内容：引張試験

■実施結果：検査機関において、○○回の引張試験を実施。その結果、○○

という結果が出た。（別添資料④－３参照）

環境適応

※製品の製造環境に関して、大気汚染や水質汚濁等への配慮が行われているか記載してください。

また、省エネ、省資源、資源循環等、環境への配慮が行われているか記載してください。

・施工性の面で、事前に工場で加工を行うため、現場の作業場での自然環境

への負担を軽減することができる。

・「令和5年度高知県リサイクル認定製品」に認定されている。



４ リスク管理・メンテナンス体制

５ 県経済への貢献度

６ 製品の優位性について

保険加入状況

※製品に対するＰＬ保険へ加入していますか。有または無のどちらかに○印を記載してください。

※システム関連製品については、システムの利用に起因する不利益が生じた場合でも保証できない旨の同

意をとっていますか。有または無のどちらかに○印を記載してください。

有 無

※加入していない場合、もしくはその他の保険に加入している場合は、その内容について記載してくださ

い。

取扱説明書
※取扱説明書はありますか。有または無のどちらかに○印を記載してください。

有 無

メンテナンス及び

ランニングコスト

※申請する製品のメンテナンスについて、どのように行うか、購入後ユーザーが負担するランニングコス

トを含めて記載してください。

・○○部分に関しては、○ヶ月ごとの定期点検を行う。(定期点検費用、○千

円)

・○年毎に○○部分の交換を行い、○年毎に○○○部分の交換も行う。

(部品交換費用、別添⑤参照)

・使用者による目視によって、経年変化を観察することができる。

・強度については、専用の○○機器により測定し検査する。

・当製品の標準使用期間２0年間のランニングコストは、約○○○千円。

県内での雇用・

材料調達

※製品の製造、開発、販売等について、県内での雇用がどれくらいあるか(見込み)を記載してください。

■開発～現在： 6人（うち県内 3人）

■１年後 ： 8人（うち県内 5人）

■２年後 ： 15人（うち県内 10人）

※製品の製造、開発等について、県内での材料調達がどれくらいあるか(見込み)を記載してください。

・部材の４割を○○町の○○から調達している。

・○○パーツに関しては、○○市の○○から調達している。

販売価格と

製品の仕様

（大きさ･重量等）

※仕様によって金額が変わる場合は、それぞれの仕様毎に記入してください。

(仕様記載例：H 1.0m×W 2.0m×D 0.5m、重量1kg 等)

仕様 基本タイプ Ｈ○m×Ｗ○m×Ｄ○m

構造：○○ 重量：○○kg

価格 ○○○万円（税抜）(※後の売上見込、販売見込に連動させてください)



製品の具体的内容

※製品の内容、特徴、開発の背景・目的等について可能な限り詳しく記載してください。

※自社従来品がある場合、それと比較しての改善点等も記載してください。

※システム関連製品については、システムが提供する機能の内容を明確に示し、仕様書とその内容を要約し

た資料を添付してください。

○○を○○する用途で利用する製品。これまで、この分野では○○や○○といった製
品が使用されており、災害時には一定の効果を発揮してきた。しかしながら、操作する人
員が必要だという課題があり、災害時に二次被害が想定される現場では使用できなかっ
た。本製品は遠隔操作をできるようにしたことから、津波や、崖崩れ等の二次災害が想
定される現場でも、直線距離で1kmの範囲であれば遠隔操作が可能になった。これに
より、二次被害の想定される、人が近づけない現場でも利用可能になり、これまでには防
げなかった災害を防止できるようになった。
また、本製品は従来品と比較して重量を１／２程度に軽量化することに成功したた

め、運搬も容易になり、工期も10%程度の短縮が可能となった。また、現場の作業員の
作業性も向上させることができ、熟練した職人でなくても、安全に扱えることができるように
なったことで、人員不足が慢性化している同業界に非常じマッチした製品になっている。
また、○○用途での災害防止に役立つだけでなく、サイズを変更することで、他の分野

の災害防止にも効果を発揮することから、現在○○用途にも使用しており、その分野で
も受注が増加してきている。

他社競合製品の

存在

※他社競合製品が存在しますか。有または無のどちらかに○印を記入してください。

有 無

↓

有の場合は、別紙(A4サイズ１枚・様式自由)に詳細を記載してください。

他社競合製品と比較して、今回申請する製品の特徴や優位性等について記載してください。

→記載例参照



７ 生産・販売体制について

生産・販売体制

※仕入れ・製造・出荷、流通、販売(県内、県外、国外)等について、スキーム図を記載してください。

(製造委託、販売委託等があればその状況についても記載してください。)

［製造］

販売戦略の概要

※販売戦略を広報(メディア活用)方針を含めて、具体的に記載してください。

・○○分野に強みがある商品であり、○○においては、他社製品より１０％程度工期
が短いことから、短納期を期待されている、○○業の企業をターゲットとし、販売活動
を行う。

・また、営業体制が限られていることから、○○地区以外は代理店経由での販売を行う
とともに、まだ代理店のない○○地区においては、代理店となり得る企業を開拓する。

・その他に、自社ＨＰでの注文フォームを活用した受注を目指すとともに、製品の活用状
況を動画で示し、導入例を随時ＨＰで更新していくことで、多用途の使用実績をＰ
Ｒしていく。

・公共性の高い場所への導入事例については、導入時のイベントやプレスリリースを通じ
て、マスコミ等も活用した製品PRを図る。

・年間の販売計画及び売上高目標数値は、販売見込みのとおり。

市場規模・売上目標

(5年後を目途に)

市場規模 ○○○億円 (※単位は適宜変更してください)

自社シェア目標 ○○○億円 約○○％

＜材料＞

○○から調達

＜加工＞

① ○○を○○に加工

② ○○により○○を切断

③ ○○加工により完成

＜代理店営業＞

① ○○ホームセンターで自社製品をPR・販売

② 全国○社の代理店により、自社製品の販路拡大

協力会社

○○有限会社

（繁忙期のみ）

＜自社営業＞

・○○営業所と○○営業所を中心として、○○人の営業体制

で○○業界を中心に営業

・自社ＨＰでの注文フォームによる発注も可能



８．知的財産について

９ 国等が定める法令、基準等について

販売見込み

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 合計

①

売上目標 ○○ ○○ ○○ ○○○ ○○○

億円

○○○

②

製造原価 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○○

③

売上総利益 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○○ ○○○

④

販売管理費 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○○

⑤

営業利益 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○○

知的財産権の

取得状況

※製品に関する産業財産権取得・出願状況等について記載してください。

取得証明書の写しも添付してください。

●●に関する特許取得済み（別添⑥参照）

国等が定める法令、

基準等

※国（省庁）が定める法令、基準等がある場合は、名称及び適合状況について列挙し、許認可の取得が必要

な場合は認可証明書の写しを添付してください。（法定の許認可の取得または適合が必要な場合、満たしてい

ないと申請できません）

例：○○基準（△△省□□基準 第▲号・適合済（許認可の取得は必要なし））

※国（省庁）が定める基準ではないが、業界団体の基準等がある場合は、名称及び適合状況について列挙し、

許認可の取得が必要な場合は認可証明書の写しを添付してください。

例：■■基準（■■製品工業組合●●基準・証明書は別添の通り）

・○○署にて、○○法○○条許可済み（別添⑦参照）
・○○基準（△△省□□基準 第▲号・適合済（許認可の取得は必要なし）
・■■基準（■■製品工業組合●●基準・証明書は別添⑧の通り）


